
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の生徒が提出した。

３：６０％以上の生徒が提出した。

２：４０％以上の生徒が提出した。

１：４０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が活用した。

２：６０％以上の教員が活用した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：年３回以上実施した。

３：年２回実施した。

２：年１回実施した。

１：年１回も実施しなかった。 Ｄ

Ｄ事前・事後学習を行う際、必要に応じてICT
機器を活用し、必要な情報を入手してグ
ループ内で共有すると共に簡潔に発表する
力を育成する。

3

4

　生徒アンケートの設問「学校生活に
満足している」において肯定的な回
答は、昨年度と比較して２．１ポイント
増の８７．６％であった。感染症への
制限がなくなったことが要因として考
えられ、「学校行事に意欲的に取り組
んでいる」についても昨年度より肯定
的な回答が４．２％増の９２．７％と高
い数値となっている。しかし、「係活動
や委員会活動などについて責任を
もって取り組んでいる」については０．
５％増の９１．９％なっているものの、
さらに生徒会活動を活性化させ、生
徒自らが考え、工夫を凝らし、主体的
に取り組んでいくよう指導していく。

Ａ 5

4

・年を追うごとに「学校生活に満足してる」は一番肝要なポイン
トだと思いますので「学校行事に意欲的に取り組んでいる」と
同様に上昇していることはとても望ましい傾向だと思います。
・今後も期待しています。
・アルミ缶回収運動は以前のようにしてほしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

60％
以上 Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

2

4

3

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

2

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

２：

40%
以上

２：

40%
以上

１：

40%
未満

3

4

43

３：

60％
以上

4

3

2

2

1

3

3

3
4

生徒アンケートの設問「先生は、わか
りやすい授業を行っている」に対して
は、肯定的な回答の各教科の平均が
昨年度より１．９ポイント減少し８６．
９％となった。教員の異動により若手
教員が増えたこと。主体的な学習を
進めたことで、学び方の方法を工夫
したことが要因と考えている。年間を
通じ力を注いできた校内研修もこれ
から成果が表れてくると考えられる。
授業公開からの意見を基に授業改善
に励み、ICTのより効果的な使い方を
探っていくとともに、校外での研修成
果を校内で共有し、実践活用を図る。

１：

40%
未満

1

3

Ａ

Ｂ

　「学校の決まりを守って生活してい
る」において肯定的な回答は、昨年
度より２．８ポイント増し９３．９％と
なった。　ルールを守る大切さや正義
感が育っていることがわかる結果で
ある。また、通常の学校生活に戻った
ことにより責任感をもった取り組みが
できていると考えられる。今後も生徒
が主体的に取り組むことができるよう
な場面を増やす工夫をしていく。ま
た、生徒が豊かな心を育むことにつ
いては、道徳の授業がもつ役割は大
きい。次年度もさらに研修を深め道徳
指導の充実を図っていく.

B

2

Ｃ

Ｄ

昼休みのボール遊び等、運動に積極的に
取り組むよう指導・助言する。また、生涯に
わたってスポーツに親しむ態度を身につけ
させる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

・昨年より0.2％でも学習面で上昇していることは良い傾向だと
思いますが、若い先生方も試行錯誤の学習指導をされていて
若干、余裕がないのではと感じられますが、生徒にとって先生
方も学んでいるという姿勢は学べることが多いのではと思いま
す。
・指導を評価する。
・今後のタブレット教育に期待している。
・英語のスピーチ力向上に期待している。

　生徒アンケート設問「学習への取組
が積極的になった」において肯定的
な回答は昨年度より０．２ポイント増
の８４．１％となった。授業では基礎・
基本の定着と個に応じた指導、生徒
の言語活動を積極的に取り入れるこ
とにより、生徒が興味・関心を高め主
体的に取り組めるような指導を継続し
ている。また、今年度は特にＩＣＴ機器
を積極的に活用しており、タブレット
のさらなる有効活用を図る。教員の
指導力向上のため、次年度も東京都
や大田区の研修会に教員が参加し
たり、校内での研修を行ったりするこ
とを継続実施し授業力の向上を図
る。自主的に学習することができるよ
う「自主学習ノート」の取組を全校体
制で継続して行っていく。

・ルールを守る、責任感を持つなど、馬込東中学校らしい、とこ
ろが出ていると思います。道徳の授業について生徒はどのよ
うに感じているのかの聞いて見たいところです。

・年齢的に一番体力をつけられる時なのでスマホ操作に何時
間もかけていても、体を動かしているほうが気分が爽快になる
体験を増やしてほしいです
・運動環境の悪い学校ですので知恵を出して体力向上に励ん
でもらいたい。
・スポーツに親しむ環境の整備、団体競技の楽しさなどを多く
学べる教育にしてほしい。

・どこの職場であっても「ひととおりできるようになるには最低3
年かかると言われています。なので若手教員の皆様にはこれ
からを期待したいと思います。先輩先生方との繋がりを強固に
して信頼できる先生に成長してほしいです。
・分かりやすい授業と併用して楽しい授業を考える方法を取り
入れることも大切と考える。
・ディベート教育について、相手を論破する方法ではなく、お互
いの立場を理解できるような教育が今求められているように思
います。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

2

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

家庭学習習慣の確立のため、「毎日の家庭
学習～学習の仕方～」を生徒に配布し、家
庭学習の在り方について説明を行い、「自
主学習ノート」を全学級で実施する。

１：

40%
未満

3

Ｄ

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

Ｃ

Ｄ

4

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

生徒会主催アルミ缶回収運動を感染防止
対策に配慮しながら実施する。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

生徒がタブレットを使って授業に参加する
機会を積極的に設け、GIGAスクール構想
の基盤を構築する。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

２：

40%
以上

１：

40％
未満

２：

40％
以上

生徒アンケートの設問「学
校生活に満足している」で
の肯定的評価の割合

４：

85％
以上

学校関係者記入欄

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

保護者アンケーの結果、「子どもは学
校生活に満足している」（８２．３％、
昨年比５．２ポイント減）。「教職員は
子どもの悩みなどを親切に聞いてく
れている。」（５７．８％、同１８．０ポイ
ント減）になっている。悩みを抱えて
いる生徒が多い中、適切な対応がで
きていないこともあった。相談しやす
い人が限られてしまい、十分に時間
を設けられなかったことも考えられ
る。生徒が相談しやすい環境を整
え、保護者の学校に対する期待が大
きいことを受け止め、これからも充実
した教育活動を行っていく。また、学
校支援地域本部の協力のもと「いの
ちの講演会」「職業人講話」等、実施
することができた。これからも地域と
連携を図り、教育活動を実践してい
く。

・スクールカウンセラーの方に生徒自らが相談しやすい工夫、
雰囲気づくろが大切だと思います。
・ポイントが減少しているのが気になるので早期に対応をお願
いします。
・保護者の地域に対する関心が薄くなってきていると感じる。
保護者と教職員との交流を深めてほしいと思っている。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3

３：

60%
以上

２：

40%
以上

１：

40%
未満

4

保護者アンケートの設問
「子どもは、学校生活に満
足している」「学校が発行
する印刷物（お知らせ・便
り）などはわかりやすい」・
「子どもは落ち着いて授業
に取り組んでいる」での肯
定的評価の割合

3

4

４：

85%
以上

4

令和５年度　大田区立馬込東中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

2

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

　【学校規模】
　　　生徒数　３０２名　（１年生　３学級：８５名、２年生　３学級：１０４名、３年生　３学級：１１１名）
　【学校の特色】
　　　ユネスコスクールに加盟　　　今年度で３２年目を迎える生徒会主催によるアルミ缶回収運動　　　　１・２年生による修学旅行見送り隊
　　　生徒が毎日１ページ以上取り組む「自主学習ノート（教科型）」による家庭学習の推進　　　年４回の校内研修会（９教科の研究授業を実施。テーマ「生徒の主体性を高めるための学習指導～生徒の学習用タブレット端末の効果的な活用～」）

生徒アンケートの設問「学
校のきまりを守っている」・
「学校行事・学年行事に意
欲的に取り組んでいる」で
の肯定的評価の割合

目標に対する成果指標

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ａ

生徒アンケートの設問「学
習への取り組みが積極的
になった」での肯定的評価
の割合

Ｂ

４：

85%
以上

３：

60％
以上

２：

40%
以上

１：

40%
未満

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

3

４：

85%
以上

３：

60％
以上 2

Ｃ

4

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

４：

85%
以上

Ｄ

３：

60%
以上

B

「体育の授業や部活動など継続的な
運動を通して４月の頃より体力が向
上した」と回答した生徒は、昨年度よ
り５．７ポイント減少しし、７１．８％と
なった。制限のない生活に戻り、基礎
体力のなさを感じた生徒が多かった
と考えられる。生徒たちはスポーツに
親しむことや運動習慣の大切さにつ
いてはしっかりと受け止めている。体
を動かす時間を増やし、身体活動量
を増加させ、体力を向上させていく。

Ａ

４：

85%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

生徒アンケートの設問「授
業は教え方がわかりやす
く満足している」での肯定
的評価の割合

生徒アンケートの設問「体
力が向上した」での肯定的
評価の割合

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。
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